












　
日
本
の
平
均
寿
命
は
国
際
的
に
見
て
も
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
で
あ
り
、
健
康
寿
命
も
世
界
一
長
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
寿
命
と
は
、「
健
康
上
の
問

題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で

き
る
期
間
」
と
定
義
さ
れ
、
健
康
寿
命
が
延
び
る

こ
と
で
、
医
療
費
・
介
護
費
等
の
社
会
保
障
費
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
本
は
社
会
保
障
費
が

年
々
増
大
し
て
お
り
、
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
将

来
世
代
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
に
大
変
重
要
な
要
素
な
の
で
す
。
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医
療
・
介
護
を
通
じ
て
︑
持
続
可
能
社
会
を
目
指
す

新たな一歩を照らす 創心會グループで働く私たち一人ひとりが
大切にする価値観を示し、
目指すべき目標を共有するためにある
キーコンセプトです。

創心會グループとSDGs［医療・介護］

13

　
今
後
、
人
口
の
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
は
急
増
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ

て
質
の
高
い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
私
た

ち
の
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
最
も
重
要
な
国
民
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
国
民
す
べ
て
に
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
公
平
に
提
供
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
社
会
に
お
い

て
は
、
女
性
、
子
ど
も
、
障
害
者
、
高
齢
者
と
い
っ

た
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
に
配
慮
し
た

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、
誰
も
が
快
適
に
過

ご
せ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
様
々
な
シ
ー
ン
で
取

り
込
ん
で
い
く
こ
と
も
重
要
な
視
点
で
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
質
の
高
い
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
と
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の

構
築
に
寄
与
で
き
る
事
業
モ
デ
ル
を
追
求
し
続
け

る
こ
と
は
、
創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
大
き
な
使
命
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

持続可能な社会保障と
健康長寿社会の

実現

リハケア
（本物ケア）

健康寿命の延伸、 自立支援 ・
重度化防止を推進し、
社会全体の医療費 ・
介護費等の社会保障

費用の削減

暮らし・
働くサポート
社会保障制度を通じた、

質の高いセーフティネットの構築で、
健康格差の縮小と包括ケア、

共生社会の実現

産学官連携
女性 ・子ども ・障害者 ・高齢者などが

格差を感じることなく、
社会に参画できるインフラ整備と

バリアフリー化

農福食連携
安心安全な食料へのアクセスと、

バランスのとれた栄養 ・
食生活支援とメタボや

フレイルの予防

教育・
コミュニケーション

公平で質の高い医療 ・
介護サービスの確保のために、
医療 ・介護を担う人材の

確保と教育

アウトカム評価への参画と
高い水準での達成

訪問・通所・泊り・住まいの
支援まで切れ目のない支援

地域の医療・福祉機関との
インクルーシブな連携

厚労省老人保健健康増進等事業等
調査研究への情報協力

医療・介護人材の就労継続と地域の
子育てに貢献する事業所内保育事業

障害者法定雇用率の達成と
障害者・高齢者の就労支援

自立支援・科学的介護の推進
本物ケア学会

日常生活支援総合事業・
介護予防事業

制度を十分活用し、生活の質を
サポート

インフォーマルサービスと
連携し、自助・互助関係を醸成

未来社会を支える若者への
介護体験や福祉教育

健康への知識・関心を広める
ための講演・講師派遣活動

質の高い介護人材の確保と
スキルアップ教育

「食べられる」をいつまでも
凍結含侵食（ど根性ファーム）

身体をつくる給食の安定供給
（ど根性ファーム）

食事を通じた社会活動
おかえり食堂

創心會グループ

医療 ・ 介護



　
今
回
は
57
句
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
ご

応
募
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
社
長
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
員
が

じ
っ
く
り
と
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

　 

春
時
雨
　木
の
葉
に
宿
り
　光
る
露

（
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
高
松
中
央
　
十
河
孝
子
）

　 

菜
園
に
　雨
降
り
う
れ
し
　草
憎
し

（
リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
高
松
中
央
　
宮
井
立
美
）

梅
雨
近
し
　か
え
る
の
学
校
　音
楽
会

（
元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
茶
屋
町
　
安
藤
寿
美
子
）

昔
下
駄
　蹴
っ
て
占
う
　晴
れ
と
雨

（
リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
笹
沖
　
内
藤
眞
理
子
）

雨
上
が
り
　忘
れ
て
い
く
な
　傘
怒
る

（
リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
笹
沖
　
近
藤
千
代
子
）

雨
降
り
て
　ひ
と
き
わ
青
き
　ク
ロ
ー
バ
ー

（
百
年
煌
倶
楽
部
茶
屋
町
　
森
上
美
智
子
）

し
っ
と
り
と
　梅
雨
に
負
け
な
い
　あ
じ
さ
い
花

（
リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
高
松
中
央
　
木
村
允
子
）

雨
あ
が
り
　月
夜
の
あ
か
り
　目
に
し
み
る

（
元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
茶
屋
町
　
鎌
田
慈
祥
）

散
歩
夜
　コ
ロ
ナ
と
知
ら
ず
　二
人
ず
れ

（
リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
笹
沖
　
野
路
昭
雄
）

仕
事
終
え
　今
日
も
立
ち
寄
る
　飲
み
屋
街 

（
百
年
煌
倶
楽
部
茶
屋
町
　
清
重
浩
二
）

雨
の
よ
う
に
　か
な
ら
ず
止
む
よ
　コ
ロ
ナ
も
ね

（
リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
笹
沖
　
森
清
一
）

か
た
つ
む
り
　紫
陽
花
の
葉
で
　出
番
ま
つ

（
リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
高
松
中
央
　
遠
藤
徹
）

散
歩
道
　雨
が
ポ
ロ
ポ
ロ
　急
ぎ
足

（
リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
高
松
中
央
　
谷
川
保
江
）

夜
の
雨 

旅
先
の
中 

晴
れ
男

雨
の
夜 

星
空
示
し 

虹
乃
色

（
リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ
笠
岡
　
福
島
秀
晃
）

虹
の
色 

な
に
か
に
染
ま
る 

雨
の
水

紫
陽
花
の 

夜
の
ラ
イ
ト
に 

雨
に
舞
う

（
リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ
笠
岡
　
塩
出
直
巳
）

雨
の
夜
の 

虹
の
架
け
橋 

美
し
く

（
リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ
笠
岡
　
吉
實
直
久
）

警
笛
に
　蛙
も
と
び
だ
す
　田
舎
道

（
リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
高
松
中
央
　
川
田
数
繁
）

し
と
し
と
と
　雨
に
お
も
い
を
　こ
い
し
ぐ
れ

（
百
年
煌
倶
楽
部
茶
屋
町
　
福
田
鉄
夫
）

ト
ン
ト
ン
と
　雨
戸
を
た
た
く
　曾
孫
た
ち

（
元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
茶
屋
町
　
鎌
田
慈
祥
）

夜
し
ん
し
ん
　ち
ょ
っ
と
淋
し
い
　お
ぼ
ろ
月

（
百
年
煌
倶
楽
部
茶
屋
町
　
森
上
美
智
子
）

夜
桜
を
な
が
め
て
思
う
君
の
こ
と

　
　
　
　
　 今
宵
は
こ
れ
で
見
お
さ
め
に

（
百
年
煌
倶
楽
部
茶
屋
町
　
安
原
勝
彦
）

雨
に
あ
う
か
も

　
　
　
　
　 か
さ
を
忘
れ
た
　バ
カ
が
い
た
!!

（
百
年
煌
倶
楽
部
茶
屋
町
　
藤
井
勇
）

夜
空
み
て
　あ
き
ら
め
き
れ
ず
　目
に
涙

（
リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
笹
沖
　
酒
井
和
子
）

投
稿
ル
ー
ル

私
た
ち
社
外
報
編

集
部
で
は
、ご
利
用
者

様
の
作
ら
れ
た
川
柳

や
俳
句
、短
歌
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

採
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
、社
外

報
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

の
掲
載
を
い
た
し
ま

す
。皆
様
の
投
稿
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

次回締め切り

｢夏祭り・夏休み｣
次回テーマ
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事業所の玄関や
フロアにあります！

投
稿
募
集

佳
　作

入
　選

準
グ
ラ
ン
プ
リ

今
回
の
社
外
報﹇PRID

Esign

﹈は

い
か
が
で
し
た
か
？
私
た
ち
は
、よ
り

よ
い
紙
面
作
り
と
、グ
ル
ー
プ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
、可
能
な

範
囲
で
皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
出
来

る
よ
う
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
意
見
は

3
つ
の
方
法
で
投
稿
で
き
ま
す
。お
名

前
、郵
便
番
号
を
お
書
き
の
上
、面
白

か
っ
た
記
事
、つ
ま
ら
な
か
っ
た
記
事
、

社
外
報
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
意

見
、ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
方
法
】

◎
投
稿
箱（
川
柳
の
箱
を
お
使
い
く
だ
さ
い
）

◎
F
A
X（
社
外
報
編
集
／

　
　
　
　 

0
8
6
―
4
2
8
―
0
9
4
6
）

◎
ス
マ
ホ（
Q
R
コ
ー
ド
か
ら 

◀
）

グ
ラ
ン
プ
リ

こ
の
投
稿
は
創
心
會
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
全
員
が
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
自
身
が
作
ら
れ
た
川
柳
・
俳
句
・
短
歌

等
の
投
稿
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

投
稿
さ
れ
た
も
の
は
、
社
外
報
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
等
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
自
身
の
作
品
で
あ
る
こ
と
。

未
発
表
の
作
品
で
あ
る
こ
と
。

他
の
方
が
不
快
に
な
る
よ
う
な
表
現
や

内
容
、
中
傷
す
る
よ
う
な
表
現
は
さ
け

ま
し
ょ
う
。

投
稿
さ
れ
た
内
容
を
修
正
す
る
こ
と
は

出
来
か
ね
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
ス

タ
ッ
フ
を
通
じ
て
、
広
報
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●●●●●●●●

社
外
報
の

ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
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投
稿
紹
介

今
回
の
テ
ー
マ「
雨
」ま
た
は「
夜
」

笑
顔
の
あ
る
風
景

社会福祉法人  創心福祉会　施設長　山川 恭子(やまかわ きょうこ）

体
を
動
か
し
て
い
る
と
、元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
、笑
顔
も
出
て
き
ま
す
ね
。

創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
笑
顔
が
素
敵
な
方
を
紹
介
し
ま
す
。

創
心
會
の

輪
が
広
が
る！

百年煌倶楽部 平田

リハビリ倶楽部
笠岡

元気デザイン倶楽部 茶屋町

リハビリ倶楽部 中洲

元気デザイン倶楽部（笹沖）
五感リハビリ倶楽部 益野

百年煌倶楽部 岡南

リハビリ倶楽部 玉島

五感リハビリ倶楽部 岡南百年煌倶楽部 茶屋町

五感リハビリ倶楽部 邑久

五感リハビリ倶楽部（笹沖）




